
１
月
臨
時
会
で
審
査
を
付
託

さ
れ
た
住
居
表
示
整
備
事
業
に

関
す
る
議
案
「
字
の
廃
止
、
字

の
区
域
の
変
更
及
び
設
定
の
件
」

に
つ
い
て
、

①
行
政
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
資

料
な
ど
に
よ
る
説
明
及
び
質

疑
を
行
っ
た
。

②
今
後
の
委
員
会
の
審
査
方
法

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

次
に
、
平
成
20
年
度
以
降
の

健
診
及
び
保
健
事
業
の
実
施
体

制
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

特
定
健
診
の
自
己
負
担
額
は
。

千
円
か
五
百
円
か
と
い
う
程

度
で
、
近
隣
の
状
況
を
見
な
が

ら
決
定
す
る
。

基
本
健
診
の
内
容
は
。

身
体
計
測
、
血
圧
、
脂
質
、

肝
機
能
、
血
糖
、
尿
（
糖
、
蛋

白
）
な
ど
を
行
い
、
リ
ス
ク
の

高
い
方
に
は
詳
細
な
検
査
を
実

施
す
る
。

保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

福
祉
会
館
で
の
実
施
を
考
え

て
い
る
。
現
在
、
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
し
て
い
る
が
、
最
初
20

分
間
は
医
師
に
よ
る
指
導
が
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
栄
養
指

導
が
必
要
な
場
合
は
、
栄
養
士

に
よ
る
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

住
居
表
示
整
備
事
業
に
関
す

る
議
案
「
字
の
廃
止
、
字
の
区

域
の
変
更
及
び
設
定
の
件
」
で
、

２
月
13
日
に
開
催
す
る
公
聴
会

に
お
け
る
「
公
述
人
の
選
定
」

及
び
「
公
述
人
に
対
す
る
ル
ー

ル
に
つ
い
て
」
協
議
し
た
。

公
聴
会
を
開
催
し
、
賛
成
・

反
対
の
公
述
人
、
そ
れ
ぞ
れ
２

人
か
ら
議
案
に
対
す
る
意
見
を

聞
い
た
。

﹇
反
対
の
主
な
意
見
﹈

今
回
の
住
居
表
示
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
「
平
成
14
年
度
よ

り
方
針
を
改
め
、
関
係
自
治
会

に
協
議
を
し
て
い
た
だ
き
、
平

成
16
年
度
に
最
終
案
で
同
意
を

得
た
」
と
し
て
い
る
が
、
各
住

民
へ
の
説
明
は
１
回
だ
け
で
納

得
で
き
な
い
。

特
に
、
駅
東
自
治
会
は
「
二

子
、
野
添
、
古
宮
」
の
３
つ
の

地
区
名
が
あ
り
、
そ
の
地
区
の

名
称
が
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
町
か
ら
ま
っ
た
く
周
知

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
自
治
会
も

あ
り
、
急
き
ょ
説
明
会
が
行
わ

れ
た
が
納
得
し
て
い
な
い
。
も

っ
と
意
見
を
交
換
し
て
お
互
い

に
納
得
で
き
る
よ
う
に
し
て
進

め
て
ほ
し
い
。

﹇
賛
成
の
主
な
意
見
﹈

だ
れ
に
も
分
か
り
易
く
す
る

こ
と
が
大
切
。
大
き
な
道
路
、

河
川
、
鉄
道
な
ど
を
基
準
と
し

て
区
割
り
し
、
古
く
か
ら
あ
る

町
名
を
最
小
限
残
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
う
。

当
時
、
平
成
14
年
か
ら
15
年

の
間
に
、
自
治
会
の
中
で
も
い

ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
き
、
協
議

を
行
っ
た
が
、
町
全
体
を
考
え

た
と
こ
ろ
、
だ
れ
に
も
分
か
り

易
い
名
称
と
し
て
町
の
案
の

「
二
子
」
が
妥
当
と
考
え
る
。

ま
た
、
自
治
会
活
動
に
関
し

て
住
居
表
示
の
内
容
は
関
係
が

な
く
、
問
題
は
生
じ
な
い
と
考

え
る
。

公
聴
会
終
了
後
、
委
員
会
で

議
案
に
対
す
る
討
論
・
採
決
を

行
っ
た
。

討
論
で
は
２
人
の
委
員
か
ら

反
対
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
者
な
し
に
よ
り
議

案
に
つ
い
て
は
「
否
決
す
べ
き

も
の
」
と
決
定
し
た
。

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
（
小
児

科
）
の
診
療
時
間
の
変
更
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
小

児
科
の
診
療
時
間
が
「
午
後
９

時
か
ら
翌
朝
午
前
６
時
ま
で
」

で
あ
っ
た
の
が
「
午
後
９
時
か

ら
午
前
０
時
ま
で
」
に
変
更
す

る
。
た
だ
し
、
内
科
の
診
療
時

間
に
変
更
は
な
い
。

原
因
は
、
小
児
科
医
の
不
足

と
管
内
の
開
業
医
の
高
齢
化
で
、

以
前
か
ら
夜
間
救
急
体
制
の
維

持
に
つ
い
て
関
係
者
で
協
議
し
、

大
学
病
院
に
も
相
談
し
て
き
た

が
、
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
。

住
民
に
対
し
て
は
２
月
24
日

発
行
の
町
広
報
に
内
容
を
掲
載

し
、
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

夜
間
、
子
ど
も
の
病
気
に
対

し
て
、
親
が
適
切
に
判
断
で
き

る
か
。

二
次
救
急
に
つ
い
て
は
、
救

急
車
の
隊
員
が
判
断
で
き
る
。

特
に
若
い
お
母
さ
ん
は
不
安

な
の
で
、
電
話
に
よ
る
相
談
窓

口
の
周
知
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

調
べ
て
対
応
し
て
み
る
。

播
磨
北
小
学
校
跡
地
施
設
運

営
管
理
協
議
事
業

特
別
支
援
学
校
を
受
け
入
れ

る
条
件
は
、
協
議
会
で
検
討
し

て
き
た
「
北
小
メ
モ
リ
ア
ル
」

「
福
祉
の
拠
点
」「
住
民
交
流
の

場
の
確
保
」
で
、
併
せ
て
「
学

校
開
放
」
に
つ
い
て
は
継
続
す

る
こ
と
を
要
求
し
交
渉
。

当
初
、
土
地
は
「
無
償
」
で

建
物
は
「
買
取
り
」
と
い
う
条

件
で
あ
っ
た
が
、
県
の
買
取
り

が
困
難
で
、
町
が
望
む
施
設
を

県
が
整
備
す
る
条
件
に
な
っ
た
。

土
山
駅
南
地
区
開
発
事
業

住
民
の
意
見
を
参
考
に
、
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
て
ス

タ
ジ
オ
を
充
実
。
駅
前
の
イ
ベ

ン
ト
広
場
、
情
報
発
信
ロ
ビ
ー

を
「
賑
わ
い
の
場
」
と
し
て
使

え
る
よ
う
、
住
民
や
商
工
会
の

提
案
に
よ
り
検
討
。

概
算
の
工
事
費
は
、
建
物
本

体
が
６
億
円
弱
、
外
構
は
「
駐

車
場
」「
芝
生
の
丘
」「
イ
ベ
ン

ト
広
場
」「
駐
輪
場
」「
歩
道
」

な
ど
を
含
め
、
約
１
億
円
弱
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
調

査
事
業

ル
ー
ト
は
町
内
全
域
を
ま
わ

れ
ば
ベ
ス
ト
だ
が
、
時
間
が
か

か
り
、
利
用
者
を
減
少
さ
せ
る
。

運
行
経
費
は
、
バ
ス
方
式
で

１
日
17
本
（
午
前
中
は
30
分
に

１
本
、
午
後
は
45
分
に
１
本
）

運
行
す
る
と
総
額
約
２
７
０
０

万
円
。

バ
ス
車
両
の
減
価
償
却
か
ら

５
年
間
の
実
証
運
行
が
効
率
的
。

ま
た
、
収
支
率
20
％
の
運
行
条

件
は
、
５
年
間
の
努
力
を
も
っ

て
判
断
を
し
た
い
。

播
磨
北
小
学
校
跡
地
施
設
運

営
管
理
協
議
事
業

建
物
の
評
価
額
は
、
補
助
金

の
残
存
額
で
１
億
９
千
３
百
万

円
。
土
地
は
固
定
資
産
の
評
価

額
で
６
億
７
千
７
百
万
円
。

駐
車
台
数
は
、
職
員
の
予
測

数
か
ら
１
０
０
台
程
度
。
ま
た
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
４
〜
５
台
と

聞
い
て
い
る
。

将
来
的
に
は
町
内
の
子
ど
も

が
優
先
し
て
入
学
で
き
る
よ
う
、

ま
た
、
肢
体
不
自
由
・
盲
・
ろ

う
の
児
童
・
生
徒
の
受
け
入
れ

を
申
し
入
れ
る
。

別
途
、「
特
別
支
援
学
校
の
早

期
新
設
を
求
め
る
請
願
書
」
を

審
査
し
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

少
数
で
「
不
採
択
と
す
る
も
の
」

と
決
定
し
た
。

土
山
駅
南
地
区
開
発
事
業

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
期
限

と
な
る
２
０
１
０
年
３
月
ま
で

の
完
成
を
目
指
す
。

播
磨
町
駅
南
側
の
商
工
会
館

の
跡
地
は
、
企
業
な
ど
の
送
迎

車
両
の
待
機
場
所
確
保
と
警
察

官
の
立
寄
所
を
設
け
、
交
通
の

安
全
確
保
を
図
り
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
調

査
事
業

導
入
の
目
的
は
「
交
通
弱
者

に
対
す
る
日
常
の
足
の
確
保
」

「
交
通
不
便
地
の
解
消
」「
地
球

温
暖
化
ガ
ス
の
抑
制
」「
自
転
車

の
事
故
防
止
」「
駐
輪
場
不
足
の

解
消
」
な
ど
。

中
学
校
給
食
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
１
月
定
例
会

で
、
次
の
最
終
意
見
と
な
っ
た
。

①
計
画
を
策
定
し
、
実
施
の
方

向
で
進
め
る
。

②
全
員
を
対
象
と
し
た
「
給
食

方
式
」
と
す
る
。

③
「
自
校
方
式
」「
親
子
方
式
」

が
望
ま
し
い
が
、
コ
ス
ト
削

減
な
ど
を
考
慮
し
「
デ
リ
バ

リ
ー
方
式
」
と
す
る
。

④
生
徒
・
保
護
者
・
教
師
に
対

し
て
十
分
説
明
す
る
。

平
成
20
年
度
は
実
施
案
を
策

定
し
、
遅
く
と
も
平
成
22
年
度

か
ら
実
施
す
る
予
定
。
早
け
れ

ば
平
成
21
年
度
の
３
学
期
か
ら

実
施
。

負
担
は
、
県
下
平
均
額
が
２

６
０
円
な
の
で
、
最
大
３
０
０

円
ま
で
に
抑
え
た
い
。

住
民
の
関
心
が
高
い
所
管
事

務
を
調
査
す
る
当
委
員
会
と
し

て
、
直
接
住
民
の
意
見
を
聞
く

「
住
民
懇
談
会
」
を
議
会
と
し
て

初
め
て
開
催
し
た
。

懇
談
会
の
テ
ー
マ
は
、
①
播

磨
北
小
学
校
跡
地
施
設
利
用
に

つ
い
て
②
Ｊ
Ｒ
土
山
駅
南
地
区

開
発
事
業
に
つ
い
て
③
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
に
つ
い
て
、

の
３
点
と
し
た
。

日
程
的
な
制
約
が
あ
り
ま
し

た
が
、
地
域
の
ご
協
力
に
よ
り
、

２
カ
所
で
開
催
で
き
ま
し
た
。

◎
２
月
22
日
　
西
部
コ
ミ
セ
ン

（
参
加
者
は
、
32
名
）

◎
２
月
29
日
　
野
添
コ
ミ
セ
ン

（
参
加
者
は
、
42
名
）
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教教教教

「
住
民
懇
談
会
を
開
催
」

■
１
月
10
日
開
催

民民民民

生生生生

生生生生

活活活活

「
公
聴
会
で
意
見
を
聴
取
」

■
１
月
16
日
開
催

■
２
月
12
日
開
催

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

ＱＡＡ Ｑ

ＱＱ ＡＡ

▲住民懇談会では多くの意見を聞きました（野添コミセン）

ＱＡ

ＱＡ

■
常
任
委
員
会
が
出
前
す
る

「
住
民
懇
談
会
」
を
開
催

▲平成20年4月から特定健診が始まります

ＱＡ

■
２
月
１
日
開
催

■
２
月
13
日
開
催

■
２
月
25
日
開
催

ＱＡＱＡ




